
訂　　正

地質調査所月報第19巻第8号掲載の論文「徳永重元・高瀬一成：岩手県久慈炭田産胞子・花粉化石の研究」中，

次のとおり訂正いたします。
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　地質調査所月報第19巻第9号掲載の論文「大山桂・石山尚珍：堆積環境の推定に関する間題点」中，P．3，25～

26行目5P∫5％Zα5α‘hαZ∫n6π5∫を5哲5％」α5α6hα」∫麗π5∫5に訂正いたします。

　地質調査所月報第19巻第10号掲載の論文“Masaki　KAwANo＆Tamotsu　NozAwA：Petrochemistry　of　Granitic

Rocks　in　Hayatsukigawa　Area，Hida　Momtains”中，次のと：おり訂正いたします。
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　地質調査所月報第19巻第12号掲載の論文「松井寛・

第3図の図説を次のとおり追記いたします。

　　　　第3図　　美深層地質柱状図一→第3図

　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　（3）

reffere（1

早　津　川

下　三　本

下　三　本

山屋政美：北海道中川炭田恩根内炭鉱概報」中，折込み図

美深層地質柱状図

ルヌナイ川（織田精徳による）　（2）シマ・ヅプ川

オグルマナイ川　　（4）オテレコッペ川下流



訂　　正

地質調査所月報第19巻第8号掲載の下記の論文中，次のとおり訂正致します。

Ken　SHIBATA，Kenji　KONISHI＆Tamotsu　NOZAWA：K－Ar　Age　of　Muscovite　from　the　CrystaIline

Sch孟st　of　the　Northem　Ishigaki・shima，Ryukyu　Islan（1s

Corrigen（ia

Page

35

〃

38

39

35

36

Line

　　　2

Footnote
　　　3

　　17

　　　2

14

4

Read

Ryukyu

＊＊＊Geology　Department

BANNO，Shohei（1964）：

柴田　賢・小西健二・野沢　保

Insert

schist　facies，which　appears　to

be　the　major（1istinction　from

the　crystalline

F　oster

For

Ryuyku

＊＊＊Geoloy　Department

BANNO，Syohei（1964）：

柴田　賢・野沢保・小西健二

Between

“glaucophane”　an（i‘‘schists”

“by”　an（i“（ibid。）’ン

地質調査所月報第19巻第9号，資料“アゾフ海における堆積環境についてノ’

参考文献として，次のとおり追記致します。
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